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研究成果の概要（和文）：公共交通施設を都市空間／風景を構成する重要な要素の一つとして捉え、特にLRTに着目し
て、都市構想や都市特性、都市公共空間の構造的・形態的特性、都市の色彩・風景等と交通施設デザインとの関係につ
いて現地実態調査および担当部署へのヒアリング、文献調査を実施し、まず、各都市のデザイン事情やデザインモティ
ーフを抽出した。そして、各都市のデザイン情報を総括的に分析・再構築することから、施設デザインの新たな捉え方
として、静止画的風景と動画的風景という異なる視点からの風景要素を導き出し、都市構想や公共交通プロジェクトの
中でのデザインの位置づけ、デザインプロセスの仕組み、その決定に関わる要因を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Public transportation facilities design is an important factor within urban 
spaces and as a part of urban scenery. In this study, focusing on Light Rail Transit (LRT), we conducted 
various site surveys and interviews with LRT project offices in European cities. The research focused on 
each city’s master urban plan, social and geographical characteristics, and actual realized design. 
Based on our analysis of the materials related to the LRT projects’ characteristics and each city’s 
specific goals, we clarified the status of design decisions among other competing factors and charted 
project team structures and development stages. We also derived a new approach towards categorizing the 
relationship between the facility design and urban scenery, such as animating factors and static factors.
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）社会的背景 
 都市公共交通に関わる車体や各種施設は，
その姿・形を都市公共空間にあらわしている．
環境的にサステイナブルな都市づくりのた
めの装置として，新しい公共交通機関，特に
環境に優しい次世代型路面電車といわれる
LRT（Light Rail Transit）導入の進んでい
る欧米の諸都市では，LRT導入に伴う公共交
通施設が都市全体に渡って総合的にデザイ
ンされ，それぞれの都市に合うスタイルで視
覚的に都市の風景に加わり，都市の魅力を高
めることに貢献していることが多い． 
日本では，ごく一部において，その新しい
デザインが取り上げられることはあっても，
都市景観や街の姿の中でのあるべき姿とし
て，視覚的な全体構想に基づいて公共交通施
設のデザインがなされているとは言い難い．
都市公共空間を構成している要素としての
公共交通施設のデザインプロセスの解明が
必要である所以である． 
 
（2）研究の位置付け 
日本で公共交通が語られるのは，そのプラ
ンニングやシステムである事がほとんどで
あり，都市空間の視覚的デザインとリンクし
た公共交通施設の視覚的側面に関しての，系
統立てられた調査分析は見られない．また，
歩行空間に関しては，バリアフリーや歩行者
空間そのものを構成している諸要素に関す
る研究は様々な分野で進められてきている
が，都市全体の風景の中でのデザイン的側面
に関して，公共交通施設と連携させて扱って
いる研究は見られない． 
本研究は，単なる交通機関ではなく，都市
空間構成要素として公共交通施設を取り上
げ，その視覚的側面・デザインが都市構想の
中で有する価値，その背景となる都市特性や
地理的特性に基づいて，そのデザインが生み
出されてくるプロセスを解明しようとする
点で，画期的であると考えられる． 
 
（3）これまで成果と着想の経緯 
 都市公共空間の内，内部空間化された，あ
るいはインテリア的な公共空間をアーバ
ン・インテリアと呼び，このアーバン・イン
テリアに対する利用者の空間認識・空間感覚
にかかわる研究，科学研究費補助金（平成 19
～21年度）によるアーバン・インテリアの多
様で複雑な空間形態・空間構成やその特性に
関する研究を進めてきた． 
また，公共交通に関しても，最終的に歩行
空間に到達するまでの，快適な移動に必要か
つ重要な乗り物と考え，特に近年 LRT に着
目して，LRTと公共空間，アーバン・インテ
リアとの関わりについて調査してきている． 
 その中で，公共交通施設のデザインは，都
市により様々であるが，都市風景全体を背景
として，街に溶け込んでいる場合（例えばボ

ルドー市，クレルモン・フェラン市），街に
新しいイメージを生み出して，都心再生に貢
献している場合（例えばミュールーズ市，プ
ラハ市）等が見られ，公共交通施設のデザイ
と都市風景全体との関わりが重要であるこ
とが見出された． 
そこで，より魅力的な都市公共空間創出の
ためには，都市公共空間構成要素として公共
交通施設を捉え，その姿がデザインされ決定
されていく過程，つまりデザインプロセスを
明らかにする調査研究が必要であると考え，
この研究を着想した． 
 
２．研究の目的 
 
都市における公共交通は，快適で，環境や
都市のサステイナブルな輸送手段としての
機能を有するのみならず，都市空間の中で車
体や停留所等の姿を視覚的にあらわしてい
る．美しい都市風景創出のために，公共交通
施設を，都市公共空間を視覚的に構成してい
る要素として捉え，LRT導入諸都市を対象と
して，都市計画・構想，都市特性，都市空間
の構造的／形態的特性と公交通施設デザイ
ンとの関わりを分析，再構築することから，
都市構想や交通プロジェクトの中でのデザ
インの位置づけ，デザイン決定の要因を見い
だし，デザインプロセスの仕組みを明らかに
することを目的とする． 
とりわけ，機能的側面に偏りがちな日本の公
共交通の再編成，LRT 導入において，LRT
交通施設デザインがもたらす新たな魅力や
価値を伴った検討を可能にする点に大きな
意義がある． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究での主対象都市はフランス，スペイ
ン，イギリスの LRTが導入されている 20都
市程度とし，各都市における都市構想，都市
特性，都市公共空間の形態的・構造的特徴と
施設デザインとの関わりに関する情報収集
を行う．収集手法には，文献調査に加え，現
地実態調査，プロジェクト担当部署へのヒア
リング調査を実施する． 
 これらの情報の基づき，まず，各都市のデ
ザイン事情やデザインモティーフを抽出す
る．次に，これらを総括的に分析・再構築し，
都市構想や交通計画におけるデザインの位
置づけや公共交通プロジェクトのチーム編
成とデザインの関わりを導き出し，公共交通
施のデザインプロセスの仕組み，デザイン決
定に関わる要因分析を行う． 
 
４．研究成果 
 
 研究対象としたのは欧州での 20 を超える
LRT導入諸都市であり，文献調査に加えて現
地実態調査を重点的に実施した．そして，こ
れらの内，フランスのアンジェ，ル・マン，



モンペリエ，ル・アーブル，オルレアン，ト
ゥール，ナント，ボルドー，ブレスト，スペ
インのサラゴサ，ビルバオ，ビトリア，及び，
イギリスのノッティンガムにおいて，LRTプ
ロジェクト担当者へのヒアリングを行った．
導入背景や導入に関わる具体的な制度や財
源配分と共に，プロジェクトの組織構成や都
市計画との関わり，デザイン決定に関わる要
因等，現地実態調査だけでは得られない情報
をも収集することができた． 
このようにして収集した情報は年度ごと
に分類，分析・考察し，論文発表を行った． 

 
(1) 公共交通施設デザインと空間特性，及び，
デザインプロセス 
 本研究での基幹となる領域であり，施設デ
ザインを主軸としつつ，LRTプロジェクトと
都市計画・構想，都市特性，都市空間の構造
的，形態的特性との関係を分析／考察し，プ
ロジェクトのデザインプロセスの解明へと
展開させた． 
 論文①，②では，本研究開始以前に収集し
ていた現地調査資料に基づいて，スペインの
セビリア，ベレス＝マラガ，ハエン，バレン
シア，ムルシア，アリカンテ，バルセロナの
交通施設デザインについて都市空間構成要
素としての視点から分析し，各都市での特徴
をまとめている．これら２つの論文を発展さ
せて，各都市の LRT プロジェクトのデザイ
ン的特徴のみならず、スペイン全体の LRT
導入に関わる社会的背景、制度、傾向にまで
言及したのが論文⑥である。 
 論文③では，2012年夏，2013年春に実施
したフランスのアンジェやグルノーブル，ド
イツのカールスルーエやカッセル，ベルギー
のアントワープ，オランダのアムステルダム，
イギリスのシェフィールドやノッティンガ
ム等での現地調査結果から，各都市の LRT
プロジェクトに関わる車両や停留所デザイ
ンを沿線都市風景と合わせて分析し，プロジ
ェクトのデザイン的特徴，及び，都市景観と
の関連性の特徴を述べている． 
 論文⑦ではフランスの LRT 導入に関わる
制度や財源的仕組みと共に，2013 年夏実施の
フランスのアンジェ，ル・マン，モンペリエ
におけるヒアリング調査に基づいて、これら
３都市での LRT プロジェクトの合意形成や
財源／制度，プロジェクトの組織構成やデザ
イン決定プロセス等について考察している。 
 同じく 2013 年夏実施のフランスのディジ
ョン，ブレスト，トゥールーズ，トゥール，
モンペリエでの現地実態調査に基づいて，
LRTプロジェクトのデザイン的特徴，公共空
間との関わり方における特徴，都市景観に関
与する LRT プロジェクトのデザイン的特徴
について分析したものが論文⑧である．論文
⑩では論文⑧を基に，各都市の LRT プロジ
ェクトのデザインについて，公共空間デザイ
ンの調和や視界の広がり，都市空間軸との関
わり等にヘと発展させ、これら５都市の特徴

から全体的特徴を導き出している。 
 論文⑫では 2014 年夏にヒアリング調査を
実施したル・アーブル，オルレアン，トゥー
ルの３都市を対象として，都市計画の中での
LRT プロジェクトの位置づけやそのデザイ
ン的特徴について分析・考察し，フランスの
財源や制度，デザインプロセス等の全体概要
を述べている． 
 論文⑬は，2014 年実施のイギリス，ノッ
ティンガムでの，LRTプロジェクトの組織構
成や展開スケジュール、都市計画との関わり、
市民の合意形成やデザインプロセス等に関
わるプロジェクト担当者へのヒアリング調
査，及び現地実態調査を基に，プロジェクト
の特徴考察したものである．ここから更に発
展させ，フランスの１事例であるル・アーブ
ルと比較することからノッティンガムの
LRT プロジェクトの特徴を導き出している
のが論文⑰である． 
論文⑯は，2015 年夏にスペインのサラゴ
サ，ビルバオ，ビトリア，及びフランスのナ
ント，ボルドー，ブレストの各都市で実施し
た，プロジェクト組織構成やタイムスケジュ
ール，都市計画との関わりや今後の計画，市
民合意形成，デザインプロセスに関する LRT
プロジェクト担当者へのプロジェクトのヒ
アリング調査，及び現地実態調査を基に，プ
ロジェクトの特徴をまとめたものである．
LRT導入による都市改造や財源，プロジェク
トの組織構成内でのデザインの位置づけや
デザインプロセスについて考察している。 
そして，デザイン的に独自の特徴を持つフ
ランスのナント，ボルドー，ブレスト、トゥ
ール，イギリスのノッティンガムに，2015
年春に再調査を実施したスペインのセビリ
アとサラゴサを加えた，様々な都市規模や
LRT導入時期の７都市を対象として，歩行者
優先空間と LRT 交通施設の関わりを歩行者
と LRT との接点という視点から考察したの
が論文⑱である．都市空間構成要素としての
LRTプロジェクトのデザインプロセスに，歩
行者とLRTの親和性という側面を取り上げ，
今後の新たな展開を示唆している． 
 
(2) LRTのデザイン，及び都市風景 
 都市空間構成要素としての公共交通施設
のデザインを分析するため，まず，風景の中
の「動」，「静」に着目し，交通施設は車両の
ように動く動的要素，停留所や軌道のように
固定されている静的要素に分類できること，
そして，静的要素については更にその形の有
する意味から点的要素，線的要素に分類でき
るという新たな手法を見いだした．また，都
市風景と施設デザインとの関係に関わるよ
う要因は，交通施設デザインと街並との調和，
施設からの視界の広がり，施設がもたらす軸
の構成，の３つに整理することができた．そ
して，このような新たな視点に基づいて，
LRT プロジェクトの施設デザインと都市空
間／風景に関する特徴を導き出した． 



 施設デザインについては，車両の内・外装，
停留所の色彩，パターン，形状の実態分類，
それらの間のデザイン的調和について，都市
別分析を行った．その結果，車両外観デザイ
ンは色彩タイプ，図柄タイプに分類できるこ
と，停留所シェルターはペデスタル・タイプ，
線的構成タイプ，面的構成タイプ（単体配置，
平行配置，L型配置，U型配置）に分類でき
ること等を明らかにすることができた．また
ハーモニーに関しては，交通施設デザインを
シンボリックに見せる，都市風景にとけ込ま
せるという２つの大きな方向があること等
のデザイン的特徴を明らかにすることがで
きた．これらの成果は主として論文⑨，⑩，
及び④にまとめている． 
 
(3) GISを応用した都市空間とLRTプロジェ
クトデザインの視覚化と分析 
 交通施設デザインの検討には都市空間の
中での施設配置も必要である．配置によって
軸の構成や空間の広がり，場所の意味付けが
異なるからである．そこで，GISを応用して
都市の中での施設の配置やデザイン的特徴
を視覚的にわかりやすいように提示する方
法を構築しようとしたのが論文④である．ど
のようなデザインが都市のどこに存在し，都
市の全体的特徴が一目で把握でき，沿線都市
風景がどのように見えてくるのかを示す表
示システムを google earth等を用い構築した．
そして，学会発表①等を発展させたデザイン
分析結果である場所毎の特徴的デザインデ
ータをインプットし，実際デザインデータの
表示を試みている． 
 また、軌道沿線土地利用も交通施設デザイ
ンに影響をおよぼす要因と考えられる．そこ
で，GISを用いて軌道沿線土地利用について
種別の計測を試み，その特徴を抽出・考察し
たのが論文⑭である． 
 
(4)歩行者優先空間の構成とデザイン 
 公共交通と歩行者との親和性にも関わる
が，交通施設デザインを考える時には，公共
歩行者空間，中でも歩行者専用／優先空間と
なるトランジットモールでの歩行者の動き
に着目することは欠かせない．このような視
点から，論文⑤，⑮ではトランジットモール
を対象として取り上げ，その空間構成と歩行
者の LRT軌道横断について考察している． 
 
(5)研究成果のとりまとめ 
 本研究の成果として，LRTプロジェクトの
デザインプロセスの仕組み，及びデザインプ
ロセスへの影響要因，都市デザインにおける
都市公共空間構成要素としての公共交通施
設デザインの位置づけを明らかにすること
ができた．全体をまとめると次のようである． 
・どの都市においても、LRTプロジェクトは
単なる交通計画ではなく、都市構想の中で位
置づけられており，「街を美しくする」とい
うような目的や「エコロジカルな視点」をも

有していることが多い． 
・プロジェクトの組織構成の中にデザイン担
当部署が設けられている． 
・デザインのプロセスには、都市の特性や歴
史が何らかのかたちで反映されている． 
・LRT導入に対する市民の理解を得るために
は，きめ細かな情報公開や市民の意見収集と
それに対する対処行っている。車両のモック
アップ展示はその一環をも担っている． 
・プロジェクトのデザイン担当の方法には，
外部のデザイナーやアーティスト，ディレク
ター，建築家等に依頼する，コンペ形式をと
る，内部デザイナーが行う，等がある． 
・プロジェクトのデザインの最終決定方法に
ついては，専門家がデザインしたものから市
民投票によって決定する，議会での承認を経
て首長が決定する，評議会が決定する，等の
選択肢があることが導き出された．  
・LRT プロジェクトのデザイン傾向として，
施設単体のデザインではなく車両と停留所
とか一体となるデザイン，視覚だけではなく
聴覚も含めたデザイン、オリジナリティの際
立つデザインへと進む一方、経済的な配慮も
踏まえた簡素なデザイン志向も強く，この異
なる２つの方向が見られる． 
・都市のシンボルカラーやシンボル的パター
ンが施設デザインに応用させることが多い． 
・デザインの全体的調和は，色彩やパターン，
形状におけるドミナンス的要素の有無，動的
要素か静的要素か，背景となる街並の色調と
の組み合わせ等によって異なり、多様な調和
の可能性があることが明らかになった。 
 
 なお，公共交通は住まい環境の一部である
という新しい視点から，成果の一部を住まい
学の領域に入る図書①でも述べ，また，市民
講座では，都市風景と交通施設デザインの関
わりについての話をし，広く一般市民に交通
施設デザインという話題を提供した． 
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